
7　 高梁市議会だより　第14号 高梁市議会だより　第14号　 6

国や県に強く要望し
ている

地域経済活性化のた
め、建設業への事業
拡大を

国保世帯に大きな負
担を強いる増税に反
対！

相互扶助の制度であ
り、相応の負担をお
願いしたい

建
設
業
の
現
状
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か

三
村 

現
在
の
建
設
業
は
、
事
業
量
の
減

少
で
衰
退
傾
向
に
あ
り
、
地
域
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
事
業
量
拡
大

を
求
め
て
、
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
国

や
県
へ
働
き
か
け
て
も
ら
い
た
い
。

産
業
経
済
部
長 

予
算
確
保
の
た
め
国
県

と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
に

強
く
要
望
し
て
い
く
。

小
規
模
災
害
に
市
独
自
の
補
助

は
で
き
な
い
か

三
村 

30
万
円
未
満
の
小
規
模
農
林
災

害
は
公
共
災
害
の
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
農
地
が
荒
廃
す
る
。
補

助
制
度
を
作
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

産
業
経
済
部
長 
農
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
し
て
お
り
、
現
状
の
制
度
で
お

願
い
し
た
い
。

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
に
つ

い
て

三
村 

Ｆ
Ｃ
吉
備
国
際
大
学
シ
ャ
ル
ム
が

な
で
し
こ
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た
。
ぜ
ひ

地
元
で
応
援
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
の
建
設
を
お
願
い
し
た
い
。　

教
育
次
長 

平
成
25
年
度
予
算
に
調
査
費

を
計
上
し
て
い
る
。

公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
に
つ

い
て

三
村 

高
梁
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
に
よ
る
旧
高
梁
市
の
実
証
運
行
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

副
市
長 

旧
高
梁
市
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
実
態
調

査
に
取
り
組
み
、
効
果
が

高
く
モ
デ
ル
に
な
る
と
こ

ろ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る

石
部 

高
梁
市
の
国
保
世
帯
は
、
収
入
が

２
０
０
万
円
以
下
が
８
割
を
越
え
る
。
そ

の
中
で
増
税
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
む

し
ろ
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長 

国
保
世
帯
は
低
所
得
者

や
年
金
生
活
者
が
多
く
、
負
担
は
多
く

な
る
。
そ
の
た
め
に
基
金
を
少
し
ず
つ

取
り
崩
し
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

相
互
扶
助
の
制
度
で
あ
り
相
応
の
負
担

を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

遅
れ
て
い
る
市
道
の
修
繕
や
小

規
模
改
良
を
求
め
る

石
部 

数
年
前
か
ら
の
市
道
の
修
繕
や
、

小
規
模
改
良
の
未
対
応
が
年
々
増
え
て
き

て
い
る
が
原
因
と
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

産
業
経
済
部
長 

毎
年
１
７
０
件
程
度
の

要
望
が
あ
り
、
危
険
性
・
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
対
応
し
て
い
る
。
単
市
の

事
業
で
あ
る
が
体
制
の
整
備
や
予
算
確

保
に
努
め
た
い
。

公
共
施
設
の
会
議
室
の
無
料
開

放
を
求
め
る

石
部 

高
梁
市
の
市
街
地
に
は
無
料
の
会

議
室
が
な
い
。
市
民
の
活
動
を
積
極
的

に
奨
励
す
る
た
め
に
も
無
料
開
放
を
求

め
る
。

総
務
部
長 

使
用
料
負
担
は
当
然
の
こ
と

と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
グ
ル
ー

プ
や
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
応
分

の
協
力
を
し
た
い
。

石
部 

現
在
の
高
梁
市
は
、
大
型
箱
物
事

業
に
傾
斜
し
て
い
る
。
合
併
前
の
１
市

４
町
の
暮
ら
し
ぶ
り
と
現
在
の
生
活
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
を
検
証
し
、

市
民
の
毎
日
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る

市
政
へ
と
転
換
を
望
み
た
い
。

● 土木行政の考え方について
    問う
● スポーツ交流人口の拡大に
    ついて
● 高梁市職員のあり方について
● 高梁市地域公共交通総合連
    携計画の進捗状況について

● 国保税の引き下げを求める

● 市道の修繕、小規模改良に
    ついて

● 公共施設の会議室の無料開
    放を求める

平成 24 年の大雨による
災害の傷跡はいまだ深い

総合計画に基づいて
行っているので問題
はない

大型公共事業が行わ
れるが財政に問題は
ないのか

空
き
家
・
空
き
店
舗
の 

活
用
に
つ
い
て

森
田 

少
子
高
齢
化
・
過
疎
・
人
口
減
少

等
に
よ
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
消
滅
が

危
惧
さ
れ
る
。
周
辺
地
域
で
は
、
空
き
農

家
・
荒
廃
農
地
の
増
加
に
よ
り
集
落
機
能

が
体
を
成
さ
な
く
な
っ
て
い
る
。
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
等
に
よ
り
移
住
定
住
者
も
増

え
て
お
り
、
一
定
の
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
街
中
の
空
き
家
・
空
き
店

舗
を
活
用
し
、
新
規
起
業
に
向
け
た
体

制
整
備
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長 

空
き
店
舗
等
へ
起
業
家
を
招
致
す

る
に
は
支
援
組
織
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
昨
年
設
立
し
た
「
住
み
た
い
ま
ち
高

梁
・
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
基
礎
情
報

の
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
組
織
を
中

心
に
支
援
組
織
の
設
置
を
考
え
て
い
き
た

い
。
こ
の
支
援
組
織
が
発
足
し
た
ら
情
報

提
供
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。
新
年
度
に

新
設
予
定
の
「
産
業
振
興
課
」
を
中
心
に

起
業
家
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

地
域
づ
く
り
基
金
の 

取
り
扱
い
に
つ
い
て

森
田 

合
併
時
、
特
定
地
域
の
振
興
を
目

的
に
醸
成
さ
れ
た
基
金
が
21
件
あ
る
。

合
併
後
10
年
で
条
例
が
廃
止
さ
れ
る

が
、
失
効
期
限
に
向
け
ど
の
よ
う
な
検

討
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長 

寄
付
者
の
意
向
や
設
置
目
的

を
考
慮
し
、
統
合
・
廃
止
・
全
市
適
用

等
、
所
管
し
て
い
る
各
担
当
課
で
寄
付

者
や
関
係
者
と
の
事
前
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
早
急
に
方
向
性
を
示
し
た
い
。

支援組織の設置を検討
し、起業家誘致に向け
体制整備を考えたい

空き家・空き店舗を活
用した新規起業に向け
た体制整備が必要では

大
型
公
共
事
業
と
財
政
バ
ラ
ン

ス
は

宮
田 

備
中
高
梁
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業

や
駅
前
広
場
整
備
、
新
庁
舎
建
設
や
図

書
館
の
建
設
な
ど
、
大
型
事
業
が
進
ん
で

い
る
が
、
市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
か
。

総
務
部
長 

こ
れ
ら
の
事
業
は
総
合
計
画

に
基
づ
き
行
う
も
の
で
、
事
業
費
は
財
政

計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
市
の

負
担
の
少
な
い
財
源
を
活
用
す
る
の
で
問

題
な
い
。

宮
田 

中
心
市
街
地
で
大
型
公
共
事
業
が

進
め
ら
れ
る
な
か
、
周
辺
地
域
は
置
い
て

い
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
満
の
声

が
あ
る
。
市
は
地
域
に
出
向
き
住
民
の

声
を
聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長 

現
在
、
有
漢
・
成
羽
・
川
上
・
備

中
で
は
各
地
域
と
対
話
し
な
が
ら
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
あ
る
。
今
後
は
旧
高

梁
市
の
各
町
に
も
出
向
い
て
い
き
た
い
。

学
童
保
育
の
対
象
引
き
上
げ
に

つ
い
て

宮
田 

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
学
童

保
育
の
対
象
を
小
学
６
年
生
ま
で
に
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
前
倒
し
で
実
施
で

き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長 

改
正
で
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。
な
お
、
現
在

で
も
対
応
可
能
な
所
は
小
学
６
年
生
ま

で
受
け
入
れ
て
い
る
。

● 地域を限定した基金の取り扱

    いについて

● 空き家・空き店舗の活用につ

　いて

● 大型事業と財政について

● 学童保育について

● 安定型産業廃棄物最終処分
    場について

石部 誠宮田 好夫

三村 靖行森田 仲一

産廃の危険性学習会の様子


